「特別の教科道徳」と「総合的な学習の時間」における宗教文化教育の可能性/『世界の宗教教科書』アクティブ・ラーニング実践をめぐる一考察 by 川又 俊則
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1 こども教育学部こども教育学科  
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思う。周知のとおり、2006 年 12 月に教育基本法は改正され、第 15 条「宗教教育」は、新
たに「宗教に関する一般的な教養」という文言が条文に追記された (2)。それから 10 年以上













 後者に関連して、道徳科教育研究協議会を主催する渡邊毅皇学館大学准教授は、第 4 回



























 ここで、ごく簡単に道徳の変遷を学習指導要領の改訂内容を中心に確認しておこう 3）。 
 
2.1 1958（昭和 33）年の改訂  




る」などが明記された。「第 2 内容」では、三つの柱「日常の基本的な行動様式（5 項目）」
「道徳的な判断力と心情・豊かな個性と創造的な生活態度（10 項目）」「民主的な社会及
び国家の成員として必要な道徳性（6 項目）」の 21 項目が示された。  
 
2.2 1969（昭和 44）年の改訂  
 このときの改訂された内容は次のとおりである。  
 総則「第 2 道徳教育」は、「進んで平和国際社会に貢献できる日本人を育成するため、
その基盤としての道徳性を養うことを目的とする」に改変された。下線部がとくに注目さ
れた事項である。また、道徳の時間は「第 3 章 道徳」とされ、「計画的、発展的な指導」
「人間性の理解」「自律性の確立と実践意欲の向上」などが加えられた。  




2.3 1977（昭和 52）年の改訂  
 このときは総則で、「教師と生徒及び生徒相互の人間関係を深める」「家庭や地域社会
との連携を図り」「道徳的実践の指導を徹底する」など加わった。総則の目標が「第 3 章 
道徳の第 1 目標」に移され、「・・道徳的態度と実践意欲の向上を図ることによって、人
間の生き方についての自覚を深め、道徳的実践力を育成するものとする」とされた。  
 「第 2 内容」は 16 項目に再構成され「～とともに～に努める」という形式が示された。  
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 「第 3 章 道徳の第 1 目標」では、「生命に対する畏敬の念」「主体性のある日本人を
育成」などが付加された。「・・道徳的心情を豊かにし、道徳的判断力を高め、道徳的実
践意欲と態度の向上を図る」と構造的に示した。  
 「第 2 内容」では、小中学校共通で 4 つの視点から分類整理され、全体的に 22 項目に
再構成された。「第 3 指導計画の作成と内容の取扱い」では、全体計画、生徒が興味や関
心をもつ教材開発など 7 点が示された。  
 
2.5 1999（平成 10）年の改訂  
 総則に「豊かな心」「未来を拓く」が加えられ、ボランティア活動や自然体験活動など
豊かな体験を通した道徳性の育成などが付加された。「第 2 内容」では、法の精神、公徳
心が二つに分かれ、全体で 23 項目となった。「第 3 指導計画の作成と内容の取扱い」で
は、「校長や教頭の参加」など 5 点が示された。  
 
2.6 2008（平成 20）年の改訂  














3.1 DVD『世界の宗教教科書』の概要  
この DVD は大正大学創立 80 周年記念出版として、世界 9 ヵ国における宗教教科書の翻
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 表 DVD 収録対象国・種類・学年 
 
この DVD への収録（翻訳他）は、2005 年から 3 年間の比較研究により、他国の実態を
ある程度浮き彫りにしている。以下の 3 区分で説明しよう。  

















別の観点として、宗教団体とのかかわりは 2 つに分けられる 6）。 
対象国 種類 学年 対象国 種類 学年
韓国 宗教科 高校 歴史科 第5・6学年
社会科A 小学1～6年 歴史科 第2学年
社会科B 小学1年 歴史科 第3・4学年
宗教科 小学1年 歴史科 第1学年、最終学年
宗教科 高校3年 市民教育科 第3～6学年
タイ 宗教科 中学3年 宗教科（ユダヤ教徒） 小学低学年
宗教科A 第7学年 宗教科（キリスト教徒A） 小学低学年
宗教科B 第9･10学年 宗教科（仏教） 小学低学年
宗教科 第7･8学年 宗教科（ムスリム） 小学低学年
生活形成科A 第7･8学年 宗教科（キリスト教徒B） 小学低学年
生活形成科A 第9･10学年 宗教科 小学低学年
生活形成科B 第7・8、9･10学年 宗教科（キリスト教徒） 中学
トルコ 宗教科 第8学年 宗教科（ヒンドゥー教徒） 中学































ッカ巡礼と巡礼後の祭」「死後の世界」など 30 項目ある。  
例えば「3 つの聖地」の「確かめよう」では、次のように記載されている。「3 つの聖地









 『基礎学習教科書 仏教 中学 1･2･3 年生』全 185 ページという大部なものである。学
習単位として、仏（ブッダ）、法（ダンマ）、僧（サンガ）の 3 つあり、11 課に分かれて
いる。各課で「期待される学習成果」「学習のポイント」などが示されると同時に、課題
学習と質問が、3 つずつ挿入されている。  
課題学習例として次のようなものがある。「仏教における重要な日」の第 3 課の 1 つに
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 小学 4 年用『マカバヤン』（公民・文化・地理・歴史・音楽・美術・体育・家政・職業
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５．「総合的な学習の時間」における「宗教文化教育」 




























































る」という 3 項目が含まれている。  
 これまで、宗教的情操教育などで議論されてきたのは「畏敬の念」に関することである。

















































 川又：高校の実態を報告。宗教を扱う「倫理」は、教科書の 3 分の 1 はキリスト教・イ
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 １ 宗教に関する寛容の態度、宗教に関する一般的な教養及び宗教の社会生活における 
   地位は、教育上尊重されなければならない。（改正前：宗教に関する寛容の態度及  
   び宗教の社会生活における地位は、教育上これを尊重しなければならない）  
 ２ 国及び地方公共団体が設置する学校は、特定の宗教のための宗教教育その他宗教的  
   活動をしてはならない。（ 改正前と変更なし ） 





教研究所 15）のあるいは貝塚論文 16）などを読めば、議論の方向は一定程度つかめるだろう。  






６）この DVD に関して、本稿で取り上げた論考以外に、西脇良の書評 17）あるいは、コン
パクトに 9 ヵ国の教科書を紹介した藤原聖子の新書 18）も参照されたい。なお、DVD では
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15）国際宗教研究所編（2007）：現代宗教 2007――宗教教育の地平，秋山書店，東京  
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The Possibility of Religious and Cultural Education in
“the special subject morality”and period for integrated 
study 
― one consideration of active learning practices about 
“Religious Textbooks” ― 
 
Toshinori  KAWAMATA  
 
Abstract 
The amended Basic Act on Education in 2006 includes the words “general knowledge 
about religion” in the Religious Education section. From 2018, Moral Education will 
be amended from “extra-curricular activities” to “the special subject morality”. 
These new classes will begin at elementary and junior high schools. The next Courses 
of Study, which will be implemented from 2020, indicates its direction to Active 
learning. In this paper, we discuss the introduction of “ Religious and Cultural 
Education” in Moral Education. We also consider its potential to include the use of 
active learning as a method. In doing so, “Textbooks of Religion” used overseas are 
referred to. Those religions which were not formerly addressed, will not be addressed 
even after the label is changed to “Religious Culture”. However in other countries in 
the world, people learn the foundation of “Religious Culture” during their compulsory 
education period. It is important that “Religious Culture” is taught as knowledge. 




The Special Subject Morality，period for integrated study，education about religious 
culture，Active learning，Course of study 
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